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近世山伏山町の権威利用と差別化
―聖護院・七條左京―

　　　　　　　　　　　　　　　齊藤　久子

はじめに

　本論考は、山鉾町の 1つである山伏山町の権威利用と、その差別化の目的について考察していくも

のである。主に見ていくのは大仏師であり帯刀人であった七條左京。そして、聖護院との関係である。

　帯刀人に関する先行研究として熊谷光子が、近世後期の権威利用に関して吉岡拓氏が挙げられる。

以下、その概要を記す。

　まず熊谷の論文「帯刀人と畿内町奉行所支配」から見ていく
1

。帯刀人は三つの異なる身分階層の者

から成り立っている。三種類の帯刀人はそれぞれの身分階層に応じて帯刀のあり方が規定されていた。

1つ目の帯刀人は武家方、公家家来であり、常帯刀を許可されていた。身元保証は「主人」であり、2

つ目の帯刀人は町人の帯刀人であり、非常帯刀であった。彼らは他の町人と変わらず町人名で町の人

別帳に登録されており、「主用」を勤める時にだけ苗字を名乗り、若党を従えることを認められた武士

であった。3つ目の帯刀人は、儒医・検校・浪人・修験道といった人々であり、儒医等帯刀であった。

彼らは常帯刀、非常帯刀どちらもあり、身元保証は「諸寺院并師匠同学」が行っており浪人もここに

分類される。人別は居住町の人別帳にみられ、まとめると、人別が「主人」に属する家来が常帯刀の

者、人別が町に属する町人の帯刀人が非常帯刀および儒医等の帯刀人である。その他、禁裏被官があり、

禁裏被官においても町職を持つ被官は町人の帯刀人であり非常帯刀、町職を離れた被官は武士の帯刀

人であり常帯刀、という原則は守られていた。帯刀人だからといって町人役の免除対象となることは

なく、等しく軒役負担者であった。

　次に、吉岡の論文「近世後期における京都町人と天皇」を見ていく
2

。吉岡氏はこの論文の中で「天

皇・朝廷と関係性を持とうとした京都の町人達がどのような方法によってそれを実現・継続したのか」

「なぜ天皇・朝廷との関係性を志向したのか」「天皇・朝廷とはいかなる存在であったのか」という 3

点について考察されている。それらを見ていくにあたって氏は、船鉾町と占出山町の例を出している。

前者の船鉾町の神功皇后神面・腹帯献上の例では、下賜されたのは菊御紋付提灯や文
ぶんこう

匣など紋付の

品物や、初穂料や灯明料といった少額な金銭のみだった。神面・腹帯の献上は支出入の観点からする

と割に合うものではなく負担超過だったとする。ではなぜ献上を行っていたのかというと、「天皇・朝

廷との関係性を維持することで船鉾や神功皇后像の価値を高めようという意図に基づいていた」ため

であるという。他にも天皇・朝廷と関係性を持とうとした町として後述の占出山町、役行者町、太子

山町、そして本論考で取り扱う山伏山町が挙げられている。天皇・朝廷との関係性を構築しようとし

た理由は、「身分上位者との関係性を強化・再編することで社会的威信を獲得しようとする動きがこの

時期より活発化」したためであるという。そしてそれは「おそらく家綱政権以降の幕府が安定した支

配秩序を構築する目的から儀礼や格式を重視する方針に転換したこと」と関係していると推測されて
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